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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年10月19日(2017.10.19)

【公開番号】特開2016-58866(P2016-58866A)
【公開日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2016-024
【出願番号】特願2014-183211(P2014-183211)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/07     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/369    (2011.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/146    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/144    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    9/07     　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ    5/335    ６９０　
   Ｈ０１Ｌ   27/14     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｌ   27/14     　　　Ｋ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｃ
   Ａ６１Ｂ    1/04     ３７０　
   Ａ６１Ｂ    1/00     ３００Ｄ
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   27/14     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板に積層された第２基板と、
　前記第１基板に行列状に配置され、第１受光素子を各々有し、可視帯域を含む第１波長
帯域の入射光と前記第１波長帯域よりも波長が長い近赤外域を含む第２波長帯域の入射光
とが照射され、前記第１波長帯域の光に応じた第１信号を生成する第１画素と、
　前記第２基板に行列状に配置され、前記第１画素を透過した光が照射される第２画素と
、
　を備え、
　前記第２画素は、受光面と平行な第１ＰＮ接合面と、前記受光面と平行で前記第１ＰＮ
接合面よりも深い位置に存在する第２ＰＮ接合面とを有し、前記第１ＰＮ接合面のＰ型層
とＮ型層を同電位で接続し、前記第２ＰＮ接合面で得られた電荷から前記第２波長帯域の
光に応じた第２信号を生成する
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　ことを特徴とする撮像素子。
【請求項２】
　第１基板と、
　前記第１基板に積層された第２基板と、
　前記第１基板に行列状に配置され、第１受光素子を各々有し、可視帯域を含む第１波長
帯域の入射光と前記第１波長帯域よりも波長が長い近赤外域を含む第２波長帯域の入射光
とが照射され、前記第１波長帯域の光に応じた第１信号を生成する第１画素と、
　前記第２基板に行列状に配置され、前記第１画素を透過した光が照射される第２画素と
、
　を備え、
　前記第１画素は、受光面と平行な第１ＰＮ接合面と、前記受光面と平行で前記第１ＰＮ
接合面よりも深い位置に存在する第２ＰＮ接合面とを有し、前記第１ＰＮ接合面のＰ型層
とＮ型層を同電位で接続し、前記第２ＰＮ接合面で得られた電荷から前記第２波長帯域の
光に応じた第２信号を生成する
　ことを特徴とする撮像素子。
【請求項３】
　前記第１ＰＮ接合面は、前記第１波長帯域の波長を含む光で電荷を生成する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の撮像素子。
【請求項４】
　前記第１ＰＮ接合面で生成した第３信号を用いて前記第１信号を補正する
　ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の撮像素子。
【請求項５】
　前記第３信号を用いて、前記第１画素と前記第２画素とに入射する光の光量を制御する
　ことを特徴とする請求項４に記載の撮像素子。
【請求項６】
　第１基板と、
　前記第１基板に積層された第２基板と、
　前記第１基板に行列状に配置され、第１受光素子を各々有し、可視帯域を含む第１波長
帯域の入射光と前記第１波長帯域よりも波長が長い近赤外域を含む第２波長帯域の入射光
とが照射され、前記第１波長帯域の光に応じた第１の信号を生成する第１画素と、
　前記第２基板に行列状に配置され、前記第１画素を透過した光が照射される第２画素と
、
　を備え、
　前記第２画素は、受光面と平行な第１ＰＮ接合面と、前記受光面と平行で前記第１ＰＮ
接合面よりも深い位置に存在する第２ＰＮ接合面とを有し、前記第１ＰＮ接合面のＰ型層
とＮ型層を同電位で接続し、前記第２ＰＮ接合面で得られた電荷から前記第２波長帯域の
光に応じた第２信号を生成し、
　前記第１画素は、受光面と平行な第３ＰＮ接合面と、前記受光面と平行で前記第３ＰＮ
接合面よりも深い位置に存在する第４ＰＮ接合面とを有し、前記第３ＰＮ接合面のＰ型層
とＮ型層を同電位で接続し、前記第４ＰＮ接合面で得られた電荷から前記第２波長帯域の
光に応じた第４信号を生成する
　ことを特徴とする撮像素子。
【請求項７】
　インドシアニングリーン誘導体標識抗体からなる蛍光物質を被検査対象物に投与して内
視鏡による診断を行う内視鏡装置において、
　請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の撮像素子
　を備え、
　前記第１画素の受光面側に、可視帯域と蛍光物質の近赤外の蛍光波長帯域とを透過し、
蛍光波長帯域と近接した励起波長帯域成分を透過しない光学フィルタが配置され、
　前記第１波長帯域は可視帯域を含み、前記第２波長帯域は蛍光物質の蛍光帯域を含む
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　ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項８】
　前記第１信号から可視帯域の第１画像が作成され、
　前記第２信号から蛍光波長帯域の第２画像が作成され、
　前記第１基板と、前記第２基板と、前記光学フィルタとは、内視鏡先端部に配置される
　ことを特徴とする請求項７に記載の内視鏡装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の一態様は、第１基板と、前記第１基板に積層された第２基板と、前記第１基板
に行列状に配置され、第１受光素子を各々有し、可視帯域を含む第１波長帯域の入射光と
前記第１波長帯域よりも波長が長い近赤外域を含む第２波長帯域の入射光とが照射され、
前記第１波長帯域の光に応じた第１信号を生成する第１画素と、前記第２基板に行列状に
配置され、前記第１画素を透過した光が照射される第２画素と、を備え、前記第２画素は
、受光面と平行な第１ＰＮ接合面と、前記受光面と平行で前記第１ＰＮ接合面よりも深い
位置に存在する第２ＰＮ接合面とを有し、前記第１ＰＮ接合面のＰ型層とＮ型層を同電位
で接続し、前記第２ＰＮ接合面で得られた電荷から前記第２波長帯域の光に応じた第２信
号を生成することを特徴とする撮像素子である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明の他の態様は、第１基板と、前記第１基板に積層された第２基板と、前記
第１基板に行列状に配置され、第１受光素子を各々有し、可視帯域を含む第１波長帯域の
入射光と前記第１波長帯域よりも波長が長い近赤外域を含む第２波長帯域の入射光とが照
射され、前記第１波長帯域の光に応じた第１信号を生成する第１画素と、前記第２基板に
行列状に配置され、前記第１画素を透過した光が照射される第２画素と、を備え、前記第
１画素は、受光面と平行な第１ＰＮ接合面と、前記受光面と平行で前記第１ＰＮ接合面よ
りも深い位置に存在する第２ＰＮ接合面とを有し、前記第１ＰＮ接合面のＰ型層とＮ型層
を同電位で接続し、前記第２ＰＮ接合面で得られた電荷から前記第２波長帯域の光に応じ
た第２信号を生成することを特徴とする撮像素子である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、本発明の他の態様は、第１基板と、前記第１基板に積層された第２基板と、前記
第１基板に行列状に配置され、第１受光素子を各々有し、可視帯域を含む第１波長帯域の
入射光と前記第１波長帯域よりも波長が長い近赤外域を含む第２波長帯域の入射光とが照
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射され、前記第１波長帯域の光に応じた第１の信号を生成する第１画素と、前記第２基板
に行列状に配置され、前記第１画素を透過した光が照射される第２画素と、を備え、前記
第２画素は、受光面と平行な第１ＰＮ接合面と、前記受光面と平行で前記第１ＰＮ接合面
よりも深い位置に存在する第２ＰＮ接合面とを有し、前記第１ＰＮ接合面のＰ型層とＮ型
層を同電位で接続し、前記第２ＰＮ接合面で得られた電荷から前記第２波長帯域の光に応
じた第２信号を生成し、前記第１画素は、受光面と平行な第３ＰＮ接合面と、前記受光面
と平行で前記第３ＰＮ接合面よりも深い位置に存在する第４ＰＮ接合面とを有し、前記第
３ＰＮ接合面のＰ型層とＮ型層を同電位で接続し、前記第４ＰＮ接合面で得られた電荷か
ら前記第２波長帯域の光に応じた第４信号を生成することを特徴とする撮像素子である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、本発明の他の態様は、インドシアニングリーン誘導体標識抗体からなる蛍光物質
を被検査対象物に投与して内視鏡による診断を行う内視鏡装置において、撮像素子を備え
、前記第１画素の受光面側に、可視帯域と蛍光物質の近赤外の蛍光波長帯域とを透過し、
蛍光波長帯域と近接した励起波長帯域成分を透過しない光学フィルタが配置され、前記第
１波長帯域は可視帯域を含み、前記第２波長帯域は蛍光物質の蛍光帯域を含むことを特徴
とする内視鏡装置である。
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